














三期生有志による自主企画公演。 石倉麻樹 　作・演出 （原案はハスモト） 、ラグリグラ劇場
 
二期生卒業。





























合学科の服飾美術系と舞台芸術系の学生で企画してくれないかと 依頼であった。服飾美術系の学生は、スクールユニフォームのデザイン画も描き、そ 中から十点ほど、実際に縫製していただいた。ショーは「新作発表」と「ジャージ」 、 「学生の作品」の三部構成になること以外、 ほとんど制約がなく、 会場レイアウト案・ステージ配置、照明、音響、ショーのモデルなどを服飾美術系と舞台芸術系が担った。
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ぽあホール） 、今年の中間公演（教育文化会館小ホール）と外部ホールが続いており、久しぶりの〝ホームグランド〟での公演であった。外部ホールの利用に関しては、学生にいろいろなホールを体験させる意味で 利点があるが、 金銭的・時間的制約に厳しいものがある。今回は十二月一七日から十二月二 日までの六日間（本番日二日）小屋入りする
ことができ、仕込みに余裕があった。小屋入り後の稽古による役者の急激な成長、十分に時間をかけることのできたテクニカルリハーサルなど、 〝ホームグランド〟で行う多くの利点を感じた。
「おかしな二人（女性版）」ポスター
